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化 学 分 野

化学Ⅰ。Ⅱ学習調査（53～55年度アンケトト結果）

（担当）大 谷 悦 久

1． は じ め に

53～55年度の終了時（3月）に高1（化学Ⅰ必修約160名），高2（化学選択的110名）を対象

に化学Ⅰ。Ⅱのアンケーート調査を行った。52。54年度についてほ参考（1）で発表した。ここで

は56年度の結果を加えた。

2．化学Ⅰ学習調査

質問項目1～5ほ一般的な印象を聞いている。また6～31は各指導項目について，32～50は実

験項目についてそれぞれ聞いている。

53年度は4クラスを2クラスずつに分けて2人の教師（A，B）が担当し，54年度ほA．55年

度はBが担当した。

問

1． この科目には興味がもてましたか。

（1）興味がもてた （2）興味がわかない （3）どちらともいえない

2． この科目を学ぶことほ君の将来にとって有益だと思いますか。

（1）有益である （2）有益でない （3）どちらともいえない

3． この科目は難しいと感じましたか。

（1）難しい （2）やさしい （3）どちらともいえない

4．生徒実験全体は

（1）面白い （2）つまらない （3）どちらともいえない

5．君が化学Ⅱ（または生物Ⅱ）を選択するとき，主にどのようなことを考慮して決めました

か。（1つだけ選んで【Fさい）

（1）化学Ⅱ（または生物Ⅱの内容） （2）将来の進路（受験も含めて）

（3）化学Ⅰや生物Ⅰ（他の教科も含めて）の成績 （4）自分の趣向

（5）特別に考えなかった （6）その他

。

次の項目は理解できたと思いますか。
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（1）理解できた （2）理解できなかった （3）どちらともいえない

6．化合の法則と原子。タ｝子（定比例の法則，原子説，分子説，アボガドロの法則，分子式）

7．～31省略

。 次の実験は興味がもてましたか。

（1）興味あり （2）興味なし （3）どちらともいえない

32．実験器具の取扱い方 33．～50．省略

結果および結論

単純集計結果および年度間の比較を図1～図4に示す。図1， 2ほ一般的な項目について，図

3ほ指導項目について，図4ほ実験項目についての集計結果である。これらの結果から以下のこ

とが言える。

（D 図1から，化学Ⅰほ「興味あり」「有益」だが，一方「難しい」という印象を持っている。

そして実験ほ「面白い」と感じている。

① また図1から教師の指導のし方による生徒の受取り方の違いが見られる。特に54年度ほ他の

年度に比べて，教える側の反省をうながす結果となっている。

㊥ 図1で，年度を追って化学工は「難しい」と感じる生徒が多くなっている。よく「文科系志

向が強まっている」とか「理科嫌いが増えている」などと言われる傾向と似ている。もう少し

つっ込んだ調査が必要であろう。

④ 化学Ⅱ，生物Ⅱの選択は自分の趣向や将来の進路にもとずいて選択している。しかし，別な

調査によれば（参考①）化学Ⅱ選択群ほ生物Ⅱ選択群より化学Ⅰの成績は良い。

（中指導項目として「理解できた」と生徒が感じているのには，次のものがある。

ア．金属のイオン化傾向 イ．化合の法則と原子・分子 り．原子量・分子量

テ．元素の周期律 オ．コロイド溶液

また「理解できなかった」としているのには，次のものがある。

カ．塩の加水解離と塩の生成 キ．炭素と炭素化合物 ク．酸素化合物

ケ．電気分解と電池 コ．水素化合物

「理解できた」項目のアと，「理解できなかった」項目ケほ関係が深いように見えるが，な

ぜこのような結果になったかについて1つにはケが計算を伴うからかも知れないが，計算が伴

うのほ他にもあるから，今の段階でほよくわからない。

「理解できなかった」項目ほ2学期の終りから3学期にかけてのものが多い。これほ，充分

な指導時問をとっていなかったことに原因があるように思える。

命 年度間で差ができた原因ほ，配当期間の多少，指導の力点のおき方などが考えられる。これ

についてはさらに詳しい検討が必要である。

径）実験項目で人気のあるのは次のものである。

ナトリウム・カルシウム 中和滴定 硫化水素 イオン化傾向 硝酸
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人気のないのほ次の項目である。

器具の取扱い方 酸素の密度 中和熱 化学平衡 アンモニア

人気のあるのほ，変化が明りょうで定性的傾向の強いもので，かつ2～3学期にかけての実験

で印象によく残っているものである。人気のないのほ，これとは反対に地味で定量的，1～2学

期のものといえる。指導項目との共通性ほあまり見られない。

5．化学Ⅱ学習調査

一般的な問および集計結果ほ図5に，以下指導項目ほ図6に，実験項目ほ図7に示した。53・

54年度は同一教師（B）により，55年度は教師（A）により指導が行われた。また単純集計に加

えて年度間の比較を行った。

結果および結論

① 単純集計結果から見ると，化学Ⅱほ「興味深く」「将来に有益」で，どちらかというと「難

しい」が，積極的に「努力して」いることがわかる。実験については，生徒実験の数ほ「ちょう

どよく」かつ内容ほ「面白い」と感じている。なお，戌掛こあまり満足していないのほ，自己に

対する要求が高いためであろう。

㊥ 指導項目でほ遷移元素，赤外分光法，紫外可視分光（55年度を除く）が特に難しいと感じ

ている。また実験項目では，極性と溶解性のような地味なものは人気がないようだ。これほ化学

Ⅰにも共通している。

㊥ 多数の質問項目（指導項目等）について，53年度と54年度間に差が見られ，特に53年度の

方が指導に対して一般的な項目1～8については，批判的な見解が強かった。また指導項目・実

験項目についても，54年度の方が「理解できない」「面白くない」としている。同一の教師によ

って指導されてこのような結果になっていることから，指導者の指導のし方が生徒の学習に非常

に大きな影響を与えると考えられる。54年度の指導全体の反省となる。なお，54年度は学校行事

竿で授業時間が少なくなっていることにも原因の1つほあろう。

径）55年度は53。54年度と異なり別な教師によって指導された。55年度ほ，53。54年度のはぼ

中間的な答を生徒は出している。教師の指導のし方，個性，配当時間が生徒に与える影響ほ大き

いと思われる。

（参考）

（1）大谷悦久 東京都理科教育研究会研究発表集録20（昭和55年度）

（2）大谷悦久 筑波大学付属的場中。高等学校研究報て引9173－182（1979）

（3）大谷悦久 恵京都理科教育研究会研究発表集録19 40－43（昭和55年度）
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（年度） 興味あり

1．興味あったか

（53）

（54）

（55）

（53）

2．有益であったか （54）

（55）

3．難しかったか

どちらでもない興味なしNA

57％ 11％ 3タ右

50％ 21％

65％ 14％

有益 どちらでもない 無益NA

％

やさしい どちらでもない 難しい NA

（53）

（54）

（55）

（53）

4．実験ほ面白いか （54）

（55）

％
50

面白い どちらでもないつまらない’NA

図1一般的項目の単純集計と年度間の比較

趣

向

将
来
の
進
路

2可叫

H
の
内
容

Ⅰ
の
成
績

化学Ⅱ（生物丑）の速択理由
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50 100％

金属のイオン化

傾向

化合の法則と原

子・分子

原子鼠・分子量

元素の周期律

コロイド溶液

炊子の乍昆子配置

気、体の性質

化学反応と熟

化学式と化学反

応式

液体 と 同体

水素イオン膿度

化 学 平 衡

空気 と 酸素

ハロゲン元素

希薄溶液の性質

82

81

72

76

68 76

76

69

70

57

62

66

67

50

70

76

75

76

78

58

63

65

65

65

57

57

51

54

54

50

55

57

59

48

56

49

50

44

53

57

39

40

41

54

57

57

ー117－



50 100％

54

アルカリ金属，
アルカリ士族

化 学 結 合

溶 液

酸 と ぅ忽 基

中 和 反 応

酸化 と 還元

38

33

56

33

38

42

46

35

36

35

43

40

39

39

水素化食物

電気分解と電池

酸素化合物

炭素と炭素化合

物

塩の加水解維と

塩の生成

40

23

26

24

16

31

37

36

37

11

17

18

21

32

51

51

58

58

0 50

［二二ニコ53年度 5蜂度 罠冤琵訝55年度

図3 「理解で重た」と答えた者（％）（多い順）
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05 ％001

1・ニこ三三ムとカ

2．rP 和 泊 定

3．硫化水素の性質

4・志慧のイオン化

5．硝 酸

6．ハロゲン元素

7．p㌻iの 測 定

8．コロイド溶液

9．
炭酸ナトリウム

と炭酸水素ナト

リウム

10．凝r司一t．1文略下皮

11．ア ン モ ニ ア

12．化 学 平 衡

13．中和熱の測定

14．酸素の密度

15・賢覧音詩具の取扱

96

73

杓

0

0

6

6

84

15

2一4
▲

64

39

48

60

37

49

46

64

76

68

31

50

37

42

48

49

25

30

38

33

55年度なし

55jF度なし

55三戸度なし

55年皮なし

29

29

21

31

31

30

55年庶なし

13

55年度なし

14

20

27
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50 100％

16・警霊性物質の分

17・悪霊の発性患の

18．警警銅結晶水の疋亙

19．
ファラデーの法

測

54，55年度なし

17

54，55年度なし

16

54，55年度なし

15

54，55年度なし

53

⊂コ53年度

50 100％

5蜂度 尾篭物55年度

図4 「興味あり」と答えた老（％）多い順
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年度

（53）

1・買慧がもて（54）
（55）

（53）

2・警芸這三つ（54）
（55）

（53）

3∴努力したか（54）

（55）

（53）

4・賢しかった（54）
（55）

（53）

5・芸琶賢覧ほ（54）
（55）

（53）

6・芸従実験の（54）
（55）

興味あり どちらでもない 興味なし NA

有益 どちらでもない 無益

努力した まあ努力した しなかった

41

／

31

■◆◆◆●－’・●・一●一◆－●■◆◆■■‾●－■‾▼■■■●▼■■●▼■■■，●■●，▼I′●■′●■■ヽ▼●▼√◆■八■◆ヽ－◆●′●●■一一●■ヽ◆－■′●◆▲●●◆一－′◆◆′一▼－■一●◆－′◆●′一●′一一●‘一◆．●

＼ ／

35

やさしい どちらでもない 難しい

14

3 65

42

12 55

面白い どちらでもないつまらない

70 7

51

57

ちょうどいい

17

15

多すぎる少なすぎる
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ちょうどいい 多すぎる 少なすぎる

（53）

7・芸師実験の（54）
（55）

（53）

8・慧緯は満足（54）

（55）

55 41

38 59

52 44

満 足 どちらでもない 不満足

50 100％

図5 一般的項目の単純集計年度間の差
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50 100％

59

9．

10．

11．

鎖式炭化水素と

誘導体

酸素を含む有機

化学物

有機化合物の構

造・分叛・構造式

ユ2．芳香族化合物

13．牧子の構造

14．
化学結合と物質

の構造

15．遷 移 元 素

69

53

54

37

16．反 応 速 度

17．化 学 平 衡

18・芸然高分子化合

19・孟舶分子化合

20．赤外分光法

21．紫外・可視分光

法

47

37

36

47

50

50

38

37

42

42

49

52

15

40

28

25

23

31

36

45

36

41

49

25

45

17

30

29

31

38

49

52

16

50 100％

図5 「理解できた」と答えた老（％）
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50 100％

42

22・貢ご言‾ルアル

23・言芸テルの合成と

24．

25．

ニトロベンゼンの

合成とIR

アニリンの合成と
IR

26・芸芸三言言リドの

27・芸孟ぢ料の合成と

28．極性と溶解性

29・望あ銀・鉄の化合

30・竿分霊法悪用賢

31．
平 衡 定 数

（分光法利用）

32．糖

23．

34．

35．

タンパク質，アミ

ノ酸

尿素樹脂，グ】jブ

タル樹脂

ポリスチレンの熱

分解とIR

フルオレセイン，

36．フェノールフタレ

インの合成

＼

63

51

38

淡 54

54

52

52

52

57

55

45

43

53

52

54，55年皮なし

15

28

26

30

40

49

49

55年皮なし

41

43

48

50

52

59

55年度なし

54，55年度なし

41

34

49

54J55年皮なし

39

35

48

50

54，55年度なし

〕 50 瑠 100％

⊂二ニコ53年度琵露怒怒5緯度 覆琵頚55年度

図7 「興味あり」とした者（％）
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物 理 分 野（波動）

（担当）大 道 明

調査対象 中三119名，高二110名，高三107名（文系 66名，理系 41名）

（次の間いの答を選択肢より血・つ選びなさい。）

1．次の現象で波として伝わるのはどれですか。

（1）煙突からでほ煙の拡り （2）金属棒を伝わる熱

からでる信号

中三

℃ご1

r司一

高三（仝）

文系

理系

（4）水の中に落した一滴のインクの拡り

（川2） （3）

（3）野球で用いられるスピードガン

（5）電光ニュースの文字の移動

（4）（4）（5）

4 3 72 16 3

8 75 12 4

5 79 14 2

4 73 21 2

5 90 2 2

鎌
谷

〔％〕

2．粒子の運動と物質中を伝わる波の運動を較べた次の文で正しいのほどれですか。

（1）粒子が空間を移動する現象を粒子の運動といい，披の場合も波形状の物質が空間を移動す

る現象を彼の運動（波動）と云う。

（2）波の性質は粒子の運動からすべて説明することができる。

（3）粒子の空間移動を粒子の運動と云い，彼の場合，物質の空間移動はなく，物質の変形が物

質を移動する現象を彼の運動と云う。

¢）波も粒子もその運動によりエネルギーを運ぶが，運動量を運ぶのほ粒子の運動だけである0

（5）粒子の運動でほエネルギーが運ばれるが，披ほエネルギーを運ばない。

（1） （2） （3） （4） 5

中三

仁コ

「司一

高三（全）

文系

理系

12 14 47 23 2 3

4 26 40 23 5

5 17 47 24 4 4

4 15 50 26 3 2

5 20 41 22 7

3．披の特徴を示す用語で最もなじみにくいのはどれですか。

（1） （2） （3）

中三

口

同一・・－・一

高三（全）

文系

理系

4 ＼′5

3 49 20 52 3

4 26 40 32 5 l

3 36 13 46 2

3 36 18 39

∩
へ
U

2 37 （3）4 （4）57
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（1）波長 （2）波面 （8）振巾 （4）波数 （5）振動数

4．音波と光波で最も大きく異なる性質は何ですか。

（1）音波は縦波であり，光も縦波である。

（2）音波は横波であり，光も横波である。

（3）音波は縦波であり～，光は横波である。

（4）音波は真空中を伝わらないが，光ほ真空中を伝わることができる。

（5）音波は物質中を伝わるが，光は物質中を伝わることができない。

（1）（2）（3） （4）

中三

【：＝一

同－・・・一

高三（全）

文系

理系

（5）

3 3 7 80 6

2 2 12 76 7

3 11 33 61
√）

t）

4 2 33 58
√）

J

（3） 32 （4） 66 2

無
答

〔％〕

5．縦波と検波の適いについて正しいものを選びなさい。

（1）縦波は披の進む方向と変位（つり合いの位置からのずれ）の方向が垂直であり，横波ほ平

行である。

（2）縦波の進行方向と変位の方向は平行であるが，横波の場合は垂直である。

（3）縦波の進行方向と変位の方向は平行であるが，横波の場合ほ，進行方向に垂直な成分と平

行な成分をもつ。

（4）横波の変位ほ進行方向と垂直であるが，縦波の変位ほ進行方向に垂直な成分と平行な成分

をもつ。

（6）進行方向と変位の方向の問の関係からだけで，検波，縦波の区別をすることほできない。

（1） （2） （3） （4） （5）

中三

r：＝I

同一

高三（全）

文系

理系

30 22 19 14 13

30 29 14 14 12 2

9 69 14 3 3

15 56 21
rI

J 3 2

（2） 90 2 226・縦波と横波について述べた次の文章で正しいものを選びなさい。

（1）縦波は液体，気体中のみ伝わることができる。

（2）縦波は気体中のみ伝わることができる。

（3）検波は気体中のみ伝わることができる。

（4）横波は気体中を伝わることができない。

（5）横波も縦波も固体，液体，気体中を伝わることができる。

＊上記の波で電磁波ほ除きます。
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無
答
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（1） （2） （3） （4）

中三
一＿●

一

口

同一・・・・・・・一

高三（全）

文系

理系

5

18 14 12 13 14 3

9 8 15 17 50

19 11 13 36

18 12 20 27 23

20 10 51 17

1ノ

無答

描

7．波長 8．波面 9．振巾10．振動数の説明として正しいものを次の共通選択肢の中

から選びなさい。

（1）単位時間あたりの振動の回数

（2）彼の山から山までの距離

（3）同一位相の点を連ねた時できる面または線

（4）最大変位の大きさ

（5）波に垂直な平面に波を投影した時にできる彼の形

（3）（4）（5）

中三

lご1

r同一

高三（全）

文系

理系

中三

＝

ド可一

高三（仝）

文系

理系

中三

rl

i読了一

高三（全）

文系

理系

中三

t＝丁I
r前1一

高三（全）

文系

理系

（2） 82 13 3

91 （4）63 （5）

｝（1）（2） 98 ト（3）

2 （1）（2） 98

（2） 98 2

（3） （4） （5）

61 3 36

（1）（3） 77 （5） 22

2 （2
1）（3） 80 （4）1（5）16

2
1）（3） 79 （5）18

2 1）（3） 83 （4）2 12

2 （1）13 6

（2）72 （3）（4） 87 （5）3

4 （4） 92 （5）3

2
つ
」 3 3

2 3

2 2

〔％〕

3）

〔％〕

奴

蓉

〔％〕

無

答

1（4）

4 233（3）

（3）

98 2 （2）



11．右図のように右に進む山波パルスと左へ進む谷

波パルスの衝突について述べた次の文で正しいも

のを選びなさい。

山波パルス
→

←谷波パルス

（1）衝突中の最大変位はゼロで衝突後ほ下図アのように進む。

（2） ク ク 衝突後ほ下図イのように進む。

（3）衝突中の最大変位は山彼の最大変位に等しく，衝突後ほ下図イのように進む。

¢） ク ク
，

〃 下図アの 〃

（5）衝突中の最大変位ほ決まらず，衝突筏は左右に進む波はない。

←一一

ア イ

（1） （2） （3） （4） （5）

中三

r▼】

阿＿．小

高三（全）

文系

理系

1B 25 21 11 25

17 33 26 9 14

12 64 17 4 3

17 61 15 3 4

5 71 （3） 20 4）5

〔％〕

同じ直径で単位長さあたりの篤農が大きいばねAと小さいば表1Bを直列につなく、、。この時，次

か問いに答えなさい。

12，ばねAからばねBへ伝わるIwt＿‡披パルスほ，ばねAとBの境界面を通過したあとどのようにな

りますか。

13．ばねAからばねBへ伝わる山波パルスは，ばねAとBの境界面を通過したあとどのようにな

りますか。

12．13ほ下記の選択肢（共通）から選んでください。

（1）反射波は谷披パルスとなり，

（2） ク 〃
，

（3） ク 山披パルス，

（4） ク ク
，

透過波は山波パルスとなる。

ク 谷波パルス ク。

ク 山波パルス ク。

ク 谷波パルス ク。

（5）反射波をつくることなく，透過披ほ山波パルスとなる。

（1） （2） （3） （4）

中三

Ll

ri－ゴー

高三（全）

文系

理系

幻叫

37 19 15 16 21

41 14 17 14 4
「⊥

35 15 31 9 9

35 21 23 21 8 2

34 5 44 5 21

叫128－

無答

1ノ％〔



（1） （2） （3）

中三

＝

同一

高三（全）

文系

理系

4 5

24 13 22 92 11 2

29 12 26 82 5

57 6 16 61 4

53 8 15 12 2 2

63 2 17 7 10

14．ばねAとBを伝わる波の速さほどちらが大きいですか。

（1）ばねAの方が大きい （2）ばねBの方が大きい （3）どちらも同じである

（4）どちらともいえない。

（1） （2）

中三

r：コ

同＿・

高三（全）

文系

理系

4

29 50 6

20 46 7

22 51 02 6

27 45 12 4 2

15 59 7「⊥ 8

右図は水深の異なる水面AからBへ水披（i自二線

波）が伝わる様子を示したものである。

同時刻に「山」になっている点を結んだ時でき

る波面は図のようになった。

15．波長を較べるとどうなりますか。

16．水彼の伝わる速さを校べるとどうなり ます

か。

15．16の選択肢（共通）

境界面

′

′

′

谷
山

（1）Aの方が大きい。 ほ）Bの方が大きい。 （3）どちらも同じである。

（1） （2） （3）

中三

暮ニー

ドヨ】…・

高三（全）

文系

理系

中三

暮＿1

1了ヨJ一

高三（仝）

文系

理系

無答

〕％〔

無答

〕％〔

山

40 35 24

31 44 23 2

36 48 16

44 36 18 2

22 21

（1） （2） 3

35 42

29 42

42

47

34 5

仙129－

〕

無答

隅

無答

㈲



17．入射角と屈折角の大きさを較べるとどうなりますか。

（1）入射角＞屈折角 （2）入射角＜屈折角 （3）入射角＝屈折角

（1） （2）

中三

r：1

「珂一

高三（仝）

文系

理系

（3）

34 36 26 4

30 38 30 2

45 41 21 2

45 38 14 3

44 46 10

18．波の干渉を説明する文章として正しいのほどれですか。

19．彼の回折を説明する文章として正しいのはどれですか。

18．19の選択肢（共通）

（1）波が小さな障害物にあたって拡がる現象

（2）異なる媒質（波を伝える物質）の境界面で波の進行方向が変わる現象

（3）2つの障害物の間隙を通過した波が障害物の影の部分にも拡がる現象

（4）2つの披源（彼のでている源）からでた波が重なり合う現象

（5）水にたらしたインクが水中に拡がるような現象

（1） （2） （3） （4）

中三

rコ

ll三り…．

高三（全）

文系

理系

中三

一冊1

ll：】了一一

高三（仝）

文系

理系

5

11 18 12 53 3 3

10 9 9 67 3 2

4 5 5 84 2

4 8 4 82 2

（4） 88 55

（1）

（1） （2） （3） けほ4

12 35 44 5
3誕

12 43 36 5
2抱

10 9 74 6
‡

1
‡

12 12 70 4 2

7 5 80 （4）7

20・次の波の中で相対的に一番興味のある披は何ですか。

21・次の波の中で相対的に仙▲番披であることが理解しにくい波ほ何ですか。

20．21の選択肢

（1） （2） （3）

中三

I二l

同一．

高三（全）

文系

理系

（4）

8 33 22 36

10 38 16 63

7 32 18 3
月牲

8 27 18 54 2

5 39 17 93

－130－

〕

無答

摘

無答

〕％〔

〕

無答

拐

1ノ

無答

摘



（1）水波

中三

II

r己JJ一

高三（全）

文系

理系

22．音の高さ

23．音の強さ

24．音 色

25．光の色

（2）光波 （3）音波 （4）電波

（1） （2）

8 4 2

19 3 31

9 30 2

12 9 2

5 2

ヽl′j－

中三

Ii

事㌻り…一

高三（全）

文系

理系

無答

〕％〔

を説明するのに最も適切な披の性質を表わす用語ほ何ですか。

22．23．24．25の選択肢

（1）波長 （2）振巾 （3）振動数 （4）波形 （5）彼のエネルギー

（1） （2） （3） （4）（5）

10 9 77 2 1

18

畑
＼
糾

11
8 4 87

11 83 3

2 5 l

中三

r‾1

riiJ…一

高三（全）

文系

理系

中三
ふ

－＿＿＿－
rこ：：I

同・】・・・・一

高三（仝）

文系

理系

中三

r：J

l汚了－・

高三（仝）

文系

理系

7 8 3 5
「⊥

3 7

2 3

2

2 2

（1）（2）（3）

8 3 3 2

7 4 2 2

7 8 4 2

9 9 4 2

2 7 2 2

3 8 8 21

〔
ヽ
U

2 6 7 16

4 9 3 10

4 4 11

80 2 7 （5）10

26．音波では観測できないが，光波で観測できる現象は何ですか。

（1）干渉 （2）回折 （3）振動面の偏り 担）屈折 （5）共鳴または共振

▲「．1ノ

無答

描



（1） （2） （3）

中三

r＝l

r司一一

高三（仝）

文系

27．音速

5

9 28 15 3

4

6 47 2

9 33 3

宮廷系‡25 68 24

無答

（空気中） 28．光速（突気中）のだいたいの値はいくらですか。（単位m／s）

27．28．の選択肢（共通）

（1）3×102

中三

口

l可一

高三（全）

文系

理系

中三

ロ

【可一

高三（全）

文系

理系

（2）3×103 （3）3×105 （4）3×108 5×1010

（1） （2）（3）（4）〈5）

73 9 8 7 3

79 4 3 3

6 3 2 4

8 4 2 4

5 2 2

（4）（5）

3 3 53 3

8 1 20 52

7 2 61

9 2 56

5 2 17 68 7・

〔％〕

、
l
t
－
ノ

無答

描

地面に静止している観測者に対して，地面に静止している音源，光源それぞjlからでる音波，

光波の進む速さをC（記号ほ同じだが光速と音速は異なる）とする。

観測者が地面に対して速さγ0で波源に近づく場合，次の間いに答えなさい。

29．この観測者にとって音速ほいくらになりますか。

30．この観測者にとって光速ほいくらになりますか。

（1）C （2）C＋γ0 （3）C…γ0 （4）C＋2てノ0

（1） （2）

中三

r＝l

同一

高三（仝）

文系

理系

中三

El

ドー了一

高三（仝）

文系

理系

32 9 8 3

8

6 4

4 6

5′t4

9 9 5 3

3 5

9 8 2 16

9 3 23 2

（3）5

無答

無

答



〔結果の考察〕
勺

調査対象の中学三年生，高校二年生は波動についての学習をしていないが，（小学校で音の性

質，中二で幾何光学の初歩について学習しているが，教材が波動学習の中でほ位置付けられてい

ない）高三ほ力学的波動については学習済みであるが，光，電磁波については学習していない。

正答が求められる問いの正答率ほ中三47．3％，高二51．8％，高三60．5％であった。（当然の事

であるが，理系ほ文系よりも正答率が高い。）

問題12ほどの学年を取っても正答率が低い。中三，高二は現象を見た事がなく，考える糸口が

つかめなかった事によると思われる。高三は現象を見たことはあるが，何故そうなるかを意識化

できなかったことによるのであろう。問題13ほ，軽いばねから重いばねへの彼の伝播であるが，

問題12に較べると正答率が高い。高三については，極めて印象的な現象で記憶に残る割合が高か

ったと考えられるが，中三，高二についてはまぐれ当り的な要素が強いように思われる。

次に問題6の正答率が低いが，縦波，横波の生ずるしくみについての知識がないことが，特に

高二，中三に多く，縦波も横波も気体，液体，固体を伝わると考える原因になっている。高三で

も文糸になると正しく理解しているとは云い難い状態である。

問題11ほどの学年も注意係数が極めて大きいことから判断すると，衝突中という用語の理解が

不統一一で問いかけ方に問題があることがわかる。

中三，高二にも披の衝突は，粒子の衝突とは異なり，「すれ違い」になることを約半数が理解

しているが，中三で，衝突した後ほ波ほなくなると考えている生徒が8／4いることは粒子衝突のイ

メージを残している生徒もかなりいることを示唆している。

問題25も問いかけ方に問題がある。色とエネルギーを結びつけた生徒が中三，高二でそれぞれ

約2筆机、るが，これほ中二で学んだ色と温度の関係によると思われる。

問題26では，中三，高二で，音波は屈折しないと考ええいる生徒が約半数いる。現象を観測す

るのが難しいことに起因するのであろう。また，音波の干渉についてほ，ステレオ等で経験して

いるから，かなり理解しているのに対し，回折については，これも日常生活の中での経験の無さ

から約1／3の生徒が音波では生じないと考えている。高三でも文系と理系では，理解度にかなりの

差が見られる。問題を漸こ，音波で観測できて，光波で観測できない現象ほ何かと問えば，おそ

らく，共鳴という答が多いのではあるまいか。

音の強さに関する問題も注意係数が大きい。音の強さを振Hlだけと結びつけている生徒が中三，

高二で特に多く，高三でも約半数がこの傾向をもっている。オシロスコープに音を入れた時，音

を大きくした時，波形が大きくなることからの連想である。高校段階で波のエネルギーを定量化

していない寮とも関連していると思われる。

問題17で高三の正答率が低いのはどういう訳であろうか。ヰ一三，高二についてほ，波面と波の

進行方向について学習していないから正答率が低いのは当然と考えられるが，高三で理系でも約

半数が誤っているのほ理解し難いことである。問題5では，高三に較べて中三，高二の正答率が

特に低いが，知識の有無が結果に結びついた典型例である。
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問題30の光速不変につしざ、てほ，中三，高二，高三それぞれの正答率に大きな差がない。学校教

育でほ触れることが余りなく，啓蒙書等による学習にかぎられる結果によると考えられる。

問題2についても問題30と同様の結果である。波と粒子の運動の基本的な適いについての押え

が学習場面で必要である。

問題11も学年により正答率の差が余りないが，特に文系生徒（拡㌢）をもつ波）の水披について

の理解ほ充分でないようである。

学年に関係なく正答率が高いのは，問題10，7，9，24，27である。どの問題も常識程度の知

識で答えられる特徴をもっている。

波の用語のなじみ難さを問うた問題でほ，最もなじみ難いのが，中三では波面，高二では振巾，

高三では波数となっている。高二の結果ほ意外である。

興味ある波について問うた問題20でほ，興味の中心が電波，光波に集中し，水波に興味のない

ことが分った。当然の結果と云えるかもしれない。

また，汲であることが理解しにくいのも，光波，電波の順である。真空中をどういうメカニズ

ムで波として伝わるかが理解しにくいのであろう。また，高二，中三でほ電波よりも光波の方が

波として伝わることが理解しにくいと答えた生徒が圧倒的に多いが，波長の違いが大きく影響し

ていることが推測される。

調査結果全体を眺めて，中三，高二にそれ程大きな差がないことが分り，高三については，特

に文系で学習の定着度が余りよくないのでほないかということが推測される。また，高三では，

注意係数の高い問題が高二，中三に較べて少ないことから，学習の深筏がそのまま結果に現われ

たということができる。

道にいえば，中三，高二でほ，調査問題全体が「当てもの」意識でとらえられていたのではな

かろうか。
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波 動 展 開 寮

1．この展開案でほ力学的波動についてのみ取り扱い，光学的波動についてほ扱わない。

2．一次元波動を重視し，披の伝わるメカニズムの解明に努力した。

単元き
展 開 項 目（メモ） 】 備 考

披

は

何

か

§1 彼の伝わり方

0変位，媒質，伝わる速さの説明－ケツ＝∫（g】一ヱ）の導出
てJ

o改源の運動と波形

0披源が単振動する場合の振動数，振幅，波長と一建時間どとの波

形と披の進行

ッニAsi伽（g＝÷）

ゴムホース，つるまきば

ねを伝わる波を見せる。

図 示

ウェーブマシーン

§2 重ね合せの原理

0パルス放と連続故について重ね合せの原理が成り立つことを示す

（定常波についても図示と式の上での説明を行なう。）

ウェーブマシーンとプリ

ントによる説明

§3 波の透過と反射

0媒質の変化した時，その境界面でどのようなことがおこるか。

重いばねと軽いばねの接続と入射披，透過披の関係

固定端と自由端における反射の相違と波形の図示

0披はどのようにして伝わるか。‥‥‥力学台車の玉突き衝突と波の

伝播のアナロジー

太さの異なる2本の接続

したゴム管上の波の伝わ

り，

PSSCばね2本

ウェーブマシーン

台車

54 波動方程式（糸を伝わる波について）

0波が伝わる速さは披の媒質の単位長さ当りの密度と糸の張力のみ

に関係すること。 γニJ苛右

重いばね，軽いばねと張

力の変化

§5 彼のエネルギー

0波が遊ぶエネルギー＝媒質の遊動エネルギー＋媒質の変形エネル

ギー

0定常波とエネルギー

§6 拡りをもつ波

（1）波形の平行移動……波面と遊行方向

（2）重ね合せの原理‥‥‥干渉と干渉縞，位相差と干渉縞

（3）反射と屈折‥…・‥‥‥反射の法則，屈折の法則

（4）回折‥・…単スリットと複スリットを通過した水汲の回折

（スリット幅と波長の大小による回折縞の変化）

水汲投影装置による演示

実験ループフィルム

このあと，音ほ披か という単元を設け，拡りをもつ汲の山例として音波の特性を探る。（詳細は略）
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生 物 分 野（恒常性）

（担当）貝 沼 善 兵

この調査ほ，本校の理科のカリキュラムをつくるための資料にするものです。教科の成績とは

一切関係ありません。それぞれの質問項削こ対してよいと思うものを，それぞれの選択肢から選

び回答カードのあてほまる番号をHBの鉛筆でマークして下さい。すべて1つを選びます。

1．内部環境とほ何ですか。正しく表現しているものを選べ。

1．体液の組成や状態のことである。 2．体温が一定に保たれることである。

3．体内の血糖値のことである。 4．体内の浸透圧である。

5．体液の組成や状態が一定に保たれるしくみである。

2．ホメオシタシス（恒常性の維持）とは何ですか。問1の選択肢から1つ選べ。

3．抗体ほ，次の血清タンパク質のどれですか。

1．アルブミン 2． フィブリノーゲソ 3． αグロプリン 4． βグロブリン

5． γグロブリン

4．病気を予防するため，人体に，毒性や感染力の弱い病原菌などを注射することがある。これ

を何というか。

1． 自然免疫 2．生菌ワクチン 3．死菌ワクチン 4．血清療法

5．ヒトのABO式血液型の判定ほ，抗原抗体反応の一種である凝着反応に基づいている。B型

の血球をウサギに注射して得たウサギの血清の中にある凝着素ほ，次のどの組み合せのものと

共通性が高いか。

1．A塑とAB塑 2．B型とAB型 3．B型と0塑 4．A型と0型

5．A塑とB塑

6．ヒトの血液の凝固抑制作用のないのほどれですか。

1．クエン酸ナトリウム 2．シュウ酸カリウム 3．リソ酸カルシウム

4．血液の冷蔵 5．ヘパリンとヒルジン

7・気温が低下し，体温が低下する傾向がある時，通常おこらない反応はどれですか。

1．立毛筋収縮 2．汗腺の分泌抑制 3．チロキシソの分泌促進

4．心臓の拍動促進 5．皮膚直下の血流の増大

8．血糖上昇作用のないホルモンほどれですか。

1・アドレナリン 2．グルカゴン 3．糖質コルチコイド 4．成長ホルモン

5． インシェリソ

9・脳下垂体前菜の刺激ホルモンの直接支配を受けない内分泌腺はどれですか。

1・甲状腺 2・精巣 3．卵巣 4．副じん髄質 5．副じん皮質

10・体液の浸透圧調節に関係しているホルモンほどれですか。

－136－



1．

4．

11．

・J
へ

12．

1．

2．

3．

4．

5．

13．

1．

2．

3．

／ミソプレシソ（血圧上昇ホルモン） 2． セクレチン 3， インシェリソ

オキシトシソ 5． ガストリソ

自律神経（交感神経と副交感神経）の措抗支配を受ける次の表の中で，正しくないものを選

自 律

交 感

副交感

1

心 j蹴

促 進

抑 制

2

小 腸

抑 制

促 進

3

‡凌 孔

4

毛細血管

縮 小

拡 大

縮 小

拡 大

5

肝臓の血糖

増 加

減 少

カイコの脱皮変態に関与するホルモンの記述の中で正しいものほどれですか。

カイコほ，回4脱皮して5令になると前胸腺ホルモンの分泌がおとろえ，アラタ体ホルモ

ンだけになると変態して嫡になる。

カイコほ，4回脱皮して5令になるとサイナス腺ホルモンの分泌がおとろえ，アラタ体ホ

ルモンだけになると変態して蛸になる。

カイコほ，4回脱皮して5令になるとアラタ体ホルモンの分泌がおとろえ，前胸腺ホルモ

ンだけになると変態して蠣になる。

5令の幼虫に4令以前の前胸腺を移植すると脱皮して6令幼虫となる。

3令の幼虫の前胸腺を除去すると幼虫ほ変態して小さな嫡になる。

植物ホルモン，オトキシソのほたらきは考えられないのはどれですか。

頂芽の成長を促進し，側芽の成長を抑制する。

子房にほたらいて，種子ができなくても果実の成長を促進させる。

細胞壁を伸びやすくし，細胞内への水の透過を大きくし，呼吸をさかんにし細胞を伸びや

すくする。

4．発根を促進する。

5．オーキシソは，花成ホルモンのほたらきをす

る。

14．暗所で，垂直にのびたカラスムギの芽ばえの子

葉しょうを数分間水平にしたら，子某しょうは，

1時間以内に屈曲した。右の図は，水平にする前

（左）と屈曲した後（右）の芽ばえの状態を示し

子

来
し
よ

つ

幼

根

A B

側 側

種
子

ーー〟与

A
側

B

側

ている。次の中から子莫しょうの屈曲について正しくのべているのほどれですか。

1．子葉しょうを水平にすると，オMキシソ畳ほ，全量ほかわらないが，図ではA側＞B側と

なる。

2．子葉しょうを水平にすると，オーキシソ量ほ，全量ほ変わらないが，図でほA側＜B側と

なる。
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3．重力ほ，オ叶キシソの移動を阻害する。

4．光ほ，オーキシンのはたらきを促進する。

15．光周性と春化処理についての次の文章で正しくないのほどれですか。

1．短日植物ほ，

2．長日植物ほ，

3．長日植物ほ，

4．短日植物ほ，

一定の暗期（臨界時間）が持続すると花芽を形成する。

暗期の途中に1臥 弱光をあてて中断すると，花芽を形成しない。

一定の明期（臨界時間）が持続すると花芽を形成する。

略期の途中に1軌 弱光をあてて中断すると，花芽を形成しない。

5．秋播コムギを春に播くと花芽を形成しないが，発芽種子を低温（5℃く小らい）で30～40日

処理して春に描くと花芽を形成する。

Q

¢

8
¢

○℃≡∴．．
¢
¢

視細胞

上皮
分泌物上皮

＼

1

／
神経繊維

針穴状瞳孔

網膜

レンズ

〕

16．右図ほ，いろいろな動物の限である。カメラ眼ほどれですか。

1．1～2 2． 2へ′5 3 3′～4 4． 4と4 5． 5のみ

17．右図で，明暗と光のくる方向だけしか区別できない眼ほどれですか。

18．形態を区別できる限の組み合せほどれですか。ただし，番号ほ，限の下のl～5と対応する

ものとする。

1．1′、′5 2． 2へノ5 3． 3／～5 4． 4へノ5

19．右図，ヒトの限のイ～ニの名称の正しい組み合せほど

れですか。

2 1 3 ミ 4

イ

ノ＼

レ ン ズ

テ ン裕

貴 点

盲 点

角 膜

チ ン滞

黄 点

盲 点

角 膜

毛様筋

盲 点

黄 点

角 膜

チ ン滞

論 点

視神経

へ

ト

ハ
エ

5． 5のみ

㌍

20・明暗調節に関係しているのはどれか，問19の剛」の記号で答えよ。

1t イ 2．ホ 3． ロ 4．へ 5． ニ

21・遠近調節に関与しているのはどれか，問19の図中の記号の組み合せで答えよ。

1・イとロ 2・ホとト 3．へとト 4．ホとロ 5．ハとこ

22．

妙
財ノ

視紅の再生に必要なビタミソほ次のどれですか。

1・ビタミソA 2・ビタミンB1 3・ビタミソB2 4．ビタミソB6
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5． ビタミンD

23．次の反射中枢のある部位はどこですか。

光→限の網膜→感覚神経－→反射中枢一道勅神経－－ひとみを収縮させる筋肉－ふ＞

ひとみの縮づ、。

1．／大脳 2．間脳 3．中脳 4．えん髄 5．脊髄

24．次の反射中枢のある部位はどこですか，問23の選択肢から選べ。

食物→味覚芽→感覚神経」→反射中枢→連動神経－？だ液腺→だ液の分野。

25．次の反射中枢のある部位はどこですか，問23の選択肢から選ゲ。

ひぎ下を軽くたたく一筋紡錘一感覚神経→反射中枢⊥ケ運動神経→筋肉収縮－－ケ

足があがる。

26．次の動物の中で，条件反射のもっとも成立しにくいのほどれですか。

1． ニホンザル 2． コイ 3． ニワトリ 4． イヌ 5． ネコ

27．次の中で，条件反射によるものほどれですか。

1．ウメボシを口に入れたらだ液がでた 2．ウメボシという字を読んだらだ液がでた

3．ゴキブリは，急に明るくすると暗い方へ逃けごる。

4．ネコは，ふつうネズミを見ると追いかける。

5．鳥根のヒナは，ふ化後，そばで動くものを親とみなし，ついていく習性がある。

28．次にあげる動物の神経系で，中枢と末しょうの区別のないのほどれですか。

1． ヒドラ 2． プラナリア 3． ミ ミズ 4．バッタ 5． コイ

29．はしご状神経系をもつのほどの組み合せか。ただし，1～5ほ，問28のものである。

1． 2と3 2． 3と4 3．≒1～3 4． 3′）5 5． 5のみ

30．右図ほ，脊髄とそこから出入りする丸しょう神経の配置を示したものである。求心性神経と

その通路の正しい組み合せほどれですか。

1． ニとハ

2．トとへ

3． イとト

4． ホとへ

31．大脳の新皮質と同じような構成をしている

のほどれですか。問30の記号で答えよ。

1． イ 2． ロ 3． ハ 4． へ

32．問30図のトの末端から分泌される物質ほ何

ですか。

1． アセチルコリン 2． インシュリン

3． アドレナリソ 4． グルカゴソ

5． コルチン

7
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33．問30図のホの末端から分泌される物質ほ

何ですか。問32の選択肢から選べ。

34．右図ほ，ニューロソの構成図である。図

中のハ，ホ，への正しい名称の組み合せほ

どれか。

ハ 妻 ホ

1
2
3
4
5
Ⅷ

k

C

C

C

b

b

h

e

d

d

e

e

f

f

f

げわ

35．問34の図に示されたニューロンをもつ動

物は，次のどれか。

a：核

b：樹状突起

C：神経突起

d：神経鞄

e：髄 鞘

f：ラングェイ絞輪

g：終 板

b：細胞体

ニ
へ

滞りh・・紺野lへ」「tニ

苛ぎ

・言ヾ二壌ト▲
ノー

ー

＿－J－こ

1． ザリガニ 2． ミ ミズ 3． イカ 4． タコ5． カエル

36．下図ほ，神経に電位差計をあて，興奮にともなって生じた電流の流れる方向を電位差計で示

したものである。図の中で電位差計が正しく作動していないのほどれか。

rOr

3．

4．

5．

電位差なし

電流は流れず。

電位差あり

右から左へ電流が流れる。

電位差あり

左から右へ電流が流れる。

37・神経の興奮伝導のしくみを調べるため，A図の装置を用いて，発生する電位変動をアンプで

増幅し，オシロスコープで観察した0なお，B～C因のa，bほ，それぞれ，A図のa，bに

接続するものとする。
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アンプ オンロスコ｝プ

A図

B区i

a

b

Sl

姦

㊤

ガラス微′ト電極

C図

神経繊維

S2

電極

a b

B図のaとbの電極の問の電位はどうなるか。ただし，Slに刺激を加えないものとする。

1．a電極の電位ほ，b電極に対して常に負である。

2．a電極の電位は，b電極に対して常に正である。

3．2つの電極間に電位差ほあるが，正負ほ山達しない。

4． 2つの電極間に電位差ほ認められない。

5． a，b両電極間の電位差ほ，時々逆転する。

38．問37のB図のSlに鯛億以上の刺激を加えた時，A図のオシロスコープにどのような波型が

あらわれるか。ただし，b電極を基準に示した波型とする。

39．問37のC図のS2にi凋値以上の刺激を加えた時，A図のオシロスコープにどのような波型があ

らわれるか。ただし，b電極を基準に示した波型とする。問38の選択肢から選べ。

40．問37，A，B，C図に示した装置を用いて実験で観察できにくいものほどれですか。

1．不応期の測定 2．閥値の測定 3．全か無かの法則 4．伝達物質の同定

5．伝導速度の測定
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1．恒常性のカリキュラム

内部環境と恒常性 （8時間）

1．恒常性とは何か

2．体 液

1．血液の役割

2．心臓の自動性

3．血液の凝固

4．抗原抗体反応

5．血液型壬（ABO式）

21 自律神経系とホルモン（5時間）

54年度（高3）

授 業妻 実験など
‡

0

0

0

0

0

C）

／

察心鶴のの
ル

球工血カ0
0
臓

film

／

BO式判

55年度（高2）

授 業

0

0

0

（⊃

○

1．自律神経系とその調節

2．ホルモンによる調節

3．

4．

5．

コ

．4

細管椎動物のホルモン

植物ホルモン

光周性

神経系の構造と放能（6時間）

1

2

3

一4

5

神経系とは何か

神経系の系統発生

刺激伝導のしくみ

興奮性細胞の勾奪徽

受容体と作動体

動物の行動（4時間）

0
0
0
／

○

0
0
0
0
0

film

（⊃カエルの心
臓
／

／

／

フ

／
ソ
ト
T

／

骨性坐相ルニエのカ経○神

Ⅴ R

0
0
／

／

／

実験など

（⊃カエルの心
臓
film

／

⊂）Alう0式判

／

○カエルの心
臓
／

／

／

○骨

0
0
0
0
0

／

／

カエルの坐
神経二相性
VTR

／

動

為

射
性
行
習
行

能

造

反
定
本
学
創

1

2

3

4

5
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／

／

／

／
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2．学習調査の統果

）％（率答正 正 答 率（％）

学 習 調 査 左高5（5

警句
項 目・内

竪」螢

年
3

度）年融6（5度）
学 習 調 査

55年度i56年度
（高3）l（高2

生物Ⅱ

選択者

91

97

0

69

37

26

29

34

40

9

20

43

17

69

46

66

37

14

57

71

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

1．

内部環境とは

ホメオシタシス

抗体物質は何ふ

生菌ワクチン

ABO式血液型誕

血液の凝固

体温諜節のしくみ

血糖調節のしくみ

脳下垂体～内分泌系

浸透圧調節

白樺神経系の調節

力イコの脱皮・変態
とホルモン

オーキシンのはたら
き

属地性とオーキシン

光周性

眼の構造と機能（1）

′′ （2）

′′ （3）

ヒトの限の構造

′′ 明暗調節

Ⅱ

老

汀瓜学他
レ．〕

イ Ⅱ学
．レし

イ

他

90

97

26

68

23

42

32

52

61

29

35

35

13

68

45

61

32

26

61

81

正答率の低い問題

3（抗体物質）

5（ABO式血液型）

6（血液の凝固）

7（体温調節のしくみ）

10（浸透圧調節のしくみ）

11（白樺神経系の訪笥節）

12（カイコのホルモン）

13（オーキシンの働き）

15（光周性）

17（いろいろな限）

・印：特別に正答率が低い。

・18

021

23

024

26

91

91

21

67

25

25

19

41

49

17

43

33

18

61

28

49

23

29

73

78

92

95

18

80

34

22

28

30

39

10

16

44

17

58

36

49

20

35

50

83

号

ぎ
膚
∫

21

22

23

24

25

だU

7

8

2

2

2

邑妻29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

項 目・内
Ⅱ学他

trhu′
バ
」翻

Ⅱ学他
レし′1

脚容
ヒトの眼の構造
近調節

視紅の再生

反射中
開閑）

区太一

／／

中枢）
／／

射）（3）

62
嵐≡

の

泌

反

み

分

腱

と

液

叢

ひ

だ

膝
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、
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′
し
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条件反射（1）

′′ （2）

神経系の系統発生（1）

′′ （2）

脊髄の構造と機能（1）

′′ （Z）

伝達物質（1）

′′ （2）

ニューロンの構造（1）

′′ （2）

神経の刺激伝導（1）

′／ （2）

′′ （3）

／／

／／

（ ′′ 形態視）

（ヒトの限の遠近調節）

（反射中枢ひとみの開閉）

（だ液分泌中枢）

（条件反射）（1）

29（神経系の系統発生）

30（脊髄の構造と機能）

32（伝達物質アセチルコリン）

33（ ′′ アドレナリン）

34（ニューロンの構造）

037（ニューロンの刺激伝導）

0印：特に正答率が高い。
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（4）

（5）

8

9

3

1

4
－
2

1

8

42

87

61

39

48

55

42

45

45

71

58

23

42

48

68

12

50

23

24

83

45

82

62

32

46

55

32

44

33

59

77

26

32

33

58

11

46

29

11

69

26

83

77

34

23

37

29

26

43

66

37

11

9

37

51

11

40

20

12

67

45

74

69

21

25

33

42

27

44

66

42

17

14

30

52

3β（ ′′ ）（2）

2．正答率の高い問題

01（内部環境）

02（ホメオシタシス）

4（生菌ワクチン）

19（ヒトの限の構造）

。20（
′′ 明暗調節）

・25（膝裁腱反射）

・27（条件反射）

28（神経系の系統発生）

35（ニューロ〆ンの構造）



3．問題の分析

（1）正答率の低い問題

問題番号壬
項 分 析

3

5

6

7

10

11

12

13

65

17

18

21

23

24

26

29

30

32

33

34

37

38

抗体物質

抗原抗体反応

血液の凝固防止

体温調節

浸透圧調節

白樺神経系

カイコの脱皮変態とホルモン

オーキシン

オーキシンの屈性

眼の機能（明暗と方向）

形態視

遠近調節

反射中枢（びとみの開閉）

′′ （だ液分泌中枢）

条件反射と大脳

神経系（はしご状）

脊髄の構造と機能

伝達物質（1）

伝達物質（2）

ニューロンの構造

膜電位

活動電位

（2）正答率の高い問題

フィブリノーゲンやαグロブリンと混同している。

B型血球→ウサギ→βを生ずることの理解不十分

凝固防止と錯覚している生徒が多い。

よく理解されていない。

バソプレシンをインシュリンと答えている生徒が多い。

全体的に指導したが細部にはふれず。

アラタ体ホルモンと前胸腺ホルモンの混同あり。

指導せず

指導せず

指導せず

指導せず

指導せず，毛様筋とテン帯とを混向

指導せず

間脳と答えている。条件反射とからめて指導している。

コイをニワトリと答えている。よく理解していない。

プラナリア（かど状をはしご状と混同）

前根～前角と後根～後角との混同あり。

アドレナリンをアセチルコリンと混同。

アセチルコリンをアドレナリンと混同。

神経翰と髄鞘の混乱

膜電位の正道の混同

スパイク電位を二相性の活動位と混同。

問題番可
項 分

1

2

4

19

20

25

27

28

35

内部環境

ホメオシタシス

生菌ワクチン

ヒトの限の構造

明暗渦節

j漆蔦腱反射

条件反射

神経系の系統発生

有髄神経系

恒常性維持の基本的事項

基本的事項で理解は高い。

日常的に経験もあり，健康維持（保健ともダブル）

小学校～中学校で学習し常識的，高校で指導せず。

／／ ／／

単純で理解しやすい。

常識的な問題でもある。

指導あり，事項は単純。

指導あり，事項は単純。

（3）全体的特徴

1・正答率の低い問題分析の共通点。

（1）当然ながら，授業で指導していない項目の正答率が低い。

（2）細かい知識を問う項目について，錯覚，混乱が多い。

（3）二者択一的なケース（アドレナリソとアセチルコリン‥神経鞠と髄鞘など）での混乱。

叩144叫



（4）指導し，実験で取り上げた項目でも，理解しにくい項目（挟電位，活動電流の波型など）

での混乱。

2．正答率の高い問題分析の共通点。

（1）基本的，学習上のポイソトとなる事項についてほ，理解度ほ高い（1．2．27．35）。

（2）中小学校で学習し，日常的な生活経験的な事項については高い正答率（4．19．20‥25）。

3．調査の参考事項

（1）学習調査ほ，予告しないで，いきなり実施した。したがって生徒が，あらかじめ学習し

て調査を受けるということはなかった。

（2）問題は，「恒常性の維持」について，全体的に出題した。調査後，カリキュラムとの対

応で高一の生物で，指導したもの，その程度，実験でとりあげたもの，その範囲を検討し

たものである。

（3）高2ほ，1年間，高3ほ2年間の時間経過があり，予告しないで調査した点を考慮する

と，それほどiE常率が低いとは考えられない。

（4）高2より高3の正答率が若干高い傾向が認められる。この原因は，共通一次対策として

学習している徽候が認められる。
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地 学 分 野（地球）

（担当）牛 田 英

圧】

この調査は，よりよいカリキュラムを作成するためのものであって，成績には無関係である。

それぞれの問いに対して，諸君の認識しているものを正確に答えてほしい。

※ 雷のように□をつけたものが正答である（生徒用にほつけていない）

1．地球の一三i転周期ほ，我々が日常用いている時間でいうとどれほどになるか。

①：24時間 ⑧24時間4分 団：23時間56分 ④：23時間48分 ㊥：わからない

2．地球の自転を，振り子を用いて確めた人はだれか。

①：ニュートン ①：ガリレオ。ガリレイ 団‥フーコー ¢）：コペルニクス

桓）：わからない

3．上の2で示した振り子の振動面が，時事‾た巧とともに回転する事実が自転の証拠になるのだが，

北半球でほ，どのように称転するか。

の：時計の針と同方向 ①：時計の針と反対方向 （釘：場所によってちがう

④：450までは時計の針と同方向でそれより高緯度ほ逆方向 ㊥：わからない

4．この振り子の振動面が1回転するのに要する時間（周期）は，緯度によってちがう。いま

緯度を甲とすると，その周期（時間で表わす）は次のどれで示されるか。

の24sin甲 直：24cosec甲 （釘：24cos甲 （彰：24tan9フ 領）：わからない

5．この振り子の振動商の回転jヲ召期が上の4の答のようになるのは，次のどの事実の証拠とな

るか

瓦：地球ほほば球形 ①：地球のiき1転軸が傾いている （む：地球の赤道の長さほ約4

万lくm 桓）：地球の重力の存在 （む：わからない

6．この振り子の振動面の棚転即日jが48時間になる地ノさぇの経度ほどれか。

付：00 ［司：300 ④：450 ④：900 （む：わからない

7．この振り子以外に地球の自転の証拠として挙げられるものはどれか。

の：昼と夜が交互にやってくる ①：太陽が南中して次に南中するまで平均24時間であ

る 搭：人工衛星が赤道を横切る時の地点が次第に西に移る ④：金星がモ明けの明

星モやミよいの明察モ といわれるように見える場所が煎や西と変化する ㊥：わからな

し、

8・地球の公転の証拠としてもっともよいと思うものほどれか

迅‥恒星の見える方向が，1年を周期としてわずかに変化している ①：恒星の南中す

る時刻が少しずつ早くなる ㊥：温帯地方でほ四季の変化がある ④：季節によって

昼夜の長さが変化する ①：わからない
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9・地球の公転の証拠としてモ年周視差モというものがあるが，これで示されるものほ次のど

れか

ゅ：恒星の質量 ①：恒星の明かるさ ㊥：恒星の大きさ 回：恒星の距離

（申：わからない

10．地球の公転軌道の平均半径を1とした長さの単位ほどれか

田：天文単位 ⑧：光年 ㊥：／く－セク ④：宇宙キロメートル ①：わからない

11．我々にもっとも近い恒星ほどれか

①：おおいぬ座のシリウス 回：ケンタウルス座のプロキシマ ㊥：こと座のベガ

④：北極星 （申：わからない

12，その恒星までの距離はどれだけか

ゅ：2．8光年 惣：4．3光年 ㊥：8．7光年 ④：11．3光年 ㊥：わからない

逗］

13．A：月食のとき月にうつる卓球の影はいつも丸い B：高い所ほど遠くまで見える

C：南北にへだたる北極星の高度がちがう，ということを挙りミて，地球ほ球であるといった

人はだれか。

ゆ：ピタゴラス ①：ソクラテス 回：アリストテレス ④：プラトン ⑤：わ

からない

14．地球を球として，その中心を含んだ切り口の円の周の長さを最初に求めた人はだれか

滋：エラトステネス ①：プトレマイオス 桓）：ユ叩クリッド ¢）：アルキメデス

（申：わからない

15．地球の赤道半径と極半径では，前者が少し大きい。それはどれほどか。

①：約2km ①：約10km 匡卜約201くm 桓）：約80km （釘：わからない

16．赤道の全周ほどれほどになるか

①：約1万km ①：約2万1くm ［司：約4万1くm ④：約10万km ㊥：わからない

17．地球が完全な球からどの程度つぶれているかを示す偏平率は，赤道半径をa，極半径をb

とするとき，次のどの式で示されるか

①‥a（a－b）㊥：（Ⅵ冬山山喜漣〕④‥拉㌔臥㌔申〕㊥：わからない
18．地球の偏平率ほどれほどか

（カ：1／100 匿い1／300 桓）‥1000 ④：600 積）：わからない

19．地球の蛮力加速度の大きさほその表面でどれほどの大きさか

の：BOcin／S2 ①：490cⅥ－／S2 域：9BOcm／S2 ④：1013em／S2 （む：わからない

20．地球自転の遠心力ほ赤道で最大になるが，地球の引力の何倍ほどか

ゅ：100倍 ⑧：390倍 ㊥こ1／100倍 回：1／300倍 ㊥：わからない

21．重力異常について正しい説明をしているものほどれか♂
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径）：一般に大洋でマイナス，大陸でプラスになる

惣：一般に大洋でプラス，大陸でマイナスになるが，海鰐でほマイナスになっている

㊥：一般に大洋でプラス，特に海韓ではプラスの値が大きく，大陸でマイナスになっている

④：海沿いの地帯でマイナス，大陸内部，大洋ではプラスになる ①：わからない

22．地球の質量を求めるには，重力加速度の大きさのはかに何が必要か

斑：万有引力の法則 ①：落体の法則 ④：ケプラーの法則 仲：慣性の法則

（申：わからない

23．地球の質量ほどれほどか

斑：6×1027g ①：2×1027g （釘：6×1083g （カ：2×1033g （釘：わからない

24．地球の平均密度はどれはどか

①：2．鞄／cm3 ⑧：3．5g／cが 臥・5．5g／cm3 ④‥7．9g／cm3 ㈲：わからない

25．東京で磁針が静止したとき，そのNが指す方向ほどれか

田：西へ60寄った方向 ①：真北 （彰：東へ60寄った方向 （わ：西へ120寄った方向

（可：わからない

26．東京で重心を支えた磁針のNほ25の方向を指すとともに上下どのような向きになるか

（彰：水平になる ⑧：水平より140下がる 認水平より490下がる 径）：水平より490

上がる （む：わからない

27．近ごろの地磁気の強さはどうようになっているか

①三しだいに強まっている ②：ほとんど変化なし ㊥：強くなったり弱くなったり

している 接しだいに弱まっている 桓）わからない

28．地磁気の向きほ，過去にどのようになっていたか。

①：現在と同じであった ⑧‥1回だけ逆転した ㊥：3何ぼど逆転した

域：何回も何回も逆転した ㊥：わからない

29．地震のP波とS彼の固体中の速さはどうなっているか

①：S波がP彼の約1．7倍 遡‥P波がS波の約1．7倍 ㊥：P波がS彼の0．9倍

¢）：S扱がP彼の約0．5倍 ㊥わからない

30・P波の速さをPkm／s，S波の速さをSkm／s，初期微動継続時問をt軌震源距離をDl（m

とするときDを求める式はどれか

①：（P】S）t

⑧‥（す㌔－）t㊥‥（長音空¶）t域：（宕箋）t
（申：わからない

31・P波，S彼の伝わり方はどのようになっているか。

①：南方とも固体，液体，気体中を伝わる ⑧‥P扱が固体，液体中だけ，S波ほ固体

中だけ伝わる 瓦：S波は固体中だけ，P波ほどれでも伝わる ④：P波はどれでも

S波ほ気体中ほ伝わらない、㊥：わからない
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32．地震波が地球の中心を通って反対側の地点に到達するのに要す

る時間はどれほどか

①：約50秒 ①：約5分 団：約20分 ④：約1時間

¢）：わからない

腎
。
や
l

＼バb

33●い雷警；三三芸㌘三笠を；㌶；…冒≡芸芸≡地震波の観測されなしブ
（∋：820～920 ①：650～950 ［司：1030～1430

¢）：1210～1610 橿）：わからない

34．マントルと外核の境界の深さほおよそどのくらいか

①：1200km ⑧：2400km 瓦：2900km ④：5100km ①：わからない

35．外核と内核の境界の深さほおよそどのくらいか。

①：2400km ①：2900km ④2500km 鼠：5100km ㊥：わからない

36．地殻，マントル，外核，内核のありさまはどうなっていると考えられているか

地
震
波
の
影

①：地殻，マントルは固体，他は液体 ⑧：内核のみ液体，他は固体 瓦：外核のみ

液体，他ほ固体 毎）：全部固体 （句：わからない

37．地殻中に最も多く含まれているものはどカ1か。

迅：SiO2 ①：Al208 （封：Fe203 径）：CaO （む：わからない

38．核中に最も多く含まれているものはどれか

①：Pb ①：Ni ㊥：Si 回：Fe ㊥：わからない
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1．目 的 調査用紙に示したように生徒の地球に対する認識の程度を，学習前（高2），学

習後（高3）について調査し，その効果及び指導上の留意点を確認するための

ものである。

2．対 象 高3：156名（9月3日実施） 高2：150孝；（10月6日実施）

3．方 法 マMクシート方式軒こより集計は化学の大谷教官に依煩し，NECのスピーディ

リストで行った。

4．結 果 各学年の≒正答率、，≒わからないと答えた老の割合（％）≒ほそれぞれグラフ，

及び表で示してある。

5．結果の考察 の それぞれの内容について高の正答率が高いの札 学習効果が挙ったことを

示していると考えてよい。

① ミわからない、と答えた老の割合が問8を除いて高2に多いのものを襲づ

けていると考えてよい。

㊥ 高3の正答率が70％を割った問は，次の通りである。

問4：フーコーの振り子の振動面の回転方向

11：もっとも近い恒屋

23：地球の質量

24： ′′ 平均密度

25：地磁気の偏角

26： ′′ 伏角

28： ′′ 逆転

31：P披，S披の伝わり方

34：マントルの探さ

35：外核の深さ

36：地球内部の相

38：核の物質

これらの大部分は記憶を必要とするものだが問3

は少し考えれば自転と関係づけて理解できるもの

と思われる

問31の17％という正答率は非常に意外であったが

2：P扱が固体，液体中だけ，S披は固体中だ

け伝わるが76％を占めている点から考えると披を

一般的な疎密放として考える点に欠けていたのと

思われる

いずれにしても指導上考えなければならない点で

あると思う

④ 高2でミわからない≒ と答えたものが25％以上になった問は次の通りである。

問4：フーコーの振り子の振動面の回転周期

5：同上で証明される事実

6：回転周期が48時間の地点

20：自転の遠心力

21：重力異常

23：地球の質墓

24： ′′ 平均密度

28：地磁気の逆転

29：地震波の速さ

31：P披，S披の伝わり方

33：地震波の影

35：外核の探さ

ー150椚

問23，24，28，31，35は高3の70％以下と共通し

ており，いずれも記憶を必要とするものである

問4，5，6，21，29，31，33は中学で学んだこ

ともなく，ことばとしても初めて接したものもあ

ると思う。このような内容のものについては特に

力点を置いて指導する必要があると思われる



① 高2では上の④で○をつけた問ほ正答率が25％以下であるが，その他にも次に示す問

について25％以】下になっており，

問26：地磁気の伏角

30：震源距離を求める式

34：マントルの深さ

26‥地球内部の相

これらの指導にも力を入れる必要があると思われる。

問26，34′ 36は高3の70％以下の問と共通してお

り，記憶に殆どないことを示している

問30は学習すれば容易に理解で劫ると思われる

〔備考〕各悶の内容ほ次の通りになっている。

①

㊥
⑨
④

地球め自転

′′ 公転

／

／

形と大貴さ

重力

問1～細7

8′） 12

13′～ 18

19～ 21

①

㊥
①
㊥

率答正

地球の質墓

地磁気

地震波の伝わり方

地球の内部と物質
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l」表 ≒わからない、と答えた者の割合（％）

l号番

な

い

わ
か
ら

高3

32 4 5 6 王7】8 9IlO 11‡12113】14115 0291817161

l 11013 3 412i2 213 3 事 5 F l王 1 300112

高2
2

2i13事一旦ぎ且き且き6い
317131118

且3畢
71251

212号番 2 23i24‡25 26 27 事28 29 23 33 ．43 83736353

な

い

わ
か
ら

引3い 6 f 6】3 523

引且才19f且l且∈ 51110152325．44203426252323231

均乎

．42

891

仙：25％以上 一－－－－－・l：25％に近いもの

表2 地 球 の 指 導 計 画 （17時間）

節l拇 導 項 目 I 指 導 内 容 備 考

川
地
球
の
す
が
た

1．形と大きさ

2．万有引力と重力

3．地磁気（6時間）

球としての地球，地球楕円体，半径の測り方

万有引力の法則の発見，重力と遠心力，重力異常
ジオイド，地球の質量・密度

地磁気の三要素，古地磁気，磁気異常，ダイナモ
説

エラトステネス，リシェ

一にふれる

ケプラーの法則と関連

∽
地
球
の
内
部

1．内部の振り方

2．内部のありさま

3．アイソスタシー

（6時間）

地震波の種類，性質，走時曲線の意味，シャドー
ゾーン，地殻の厚さの求め方

層伏構造，物質のありさま，内部の温度・密度

地殻の厚さ，アイソスタシーの成り立つ証拠

01ちニ ノ地
P

lろ＝J
α

P

川
地
球
の
運
動

1．自 転

2．公 転

（5時間）

自転の証拠，自転の統果，コリオリのカ

公転の証拠，公転の統果，恒星の距離

ーー152－

0フーコーの振り子につい
て振動面の回転周期を求
める

T＝25cosces甲

D＝蔓欝（LY）の成り
立つことを答える




